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EUV~軟X線FELを用いた原子・分子ダイナミクスの研究

SACLA BL1 (40eV ~ 150eV）および試験加速器
SCSS（20eV~25eV）の原子・分子・光物理（AMO)利
用実験について紹介する。
放射光と比較してFEL光の瞬間輝度が高いため、パルス
毎の「イベント数」が多くなる。検出対象が荷電粒子の
場合、空間電荷効果（スペースチャージ）等により、従
来の放射光実験とは異なるアプローチが求められる。

本セミナーでは、対照的な2つの手法とその応用につ
いて紹介する。1) 光学測定を主軸とし、高密度ガス試
料との相互作用から生じる超蛍光等の非線形コヒーレン
ト現象を探る研究。2) クーロン爆発イメージングとコ
バリアンス解析を組み合わせ、多重イベントから分子ダ
イナミクスを抽出する研究。


